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複合不織布の細孔構造や物理的性質に及ぼすWater Jet二 次圧 の影響
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Effects of the secondary water jet pressure on the pore structure and 
          physical properties of composite nonwovens
Osamu Yaida  • Sachiko Omeki • Ai Nakamura • Keiko Yoshida
 Nonwovens are used widely in technical textile applications, but it is necessary to advance apparel industry to 
get a further growth of Japanese nonwovens industry. In apparel applications, however, various types of 
characteristics such as clothing comfort, good absorbency, durability, drapeability, shape stability. Strength and 
elongation etc. are required. 
 In this study, we try to apply nonwovens to apparel uses by using compounding technique for different 
nonwovens such as spunlace and spunbonded nonwovens. The purpose of this study is to develop the multilayer 
composite nonwovens which is useful for apparel clothing and medical care sheet by using compounding 
techniques with high pressure water jet. Especially, we measured effects of secondary water jet pressure on the 
pore structure and physical properties of composite nonwovens.
1.ま えがき
 不織布 は様 々な用途で用い られてい るが、主 な
用途は医療 ・衛生用、土木 ・建築用、工業 ・農業
用、生活資材用、自動車用などの産業用途であ り、
衣料用途 における不織布の使用量 は少ない。不織
布の用途 と して衣料分野 は将来的に重要 な分野で
あると考えられ るが、不織布 を衣料分野 に適 用す
るためには改善すべ き点 が多 く残 されている。本
研究では衣料用途への不織布の更なる展開 を目指
し、アパ レル用、特 に外衣用 として用い ることが
で き、 しかも他の用途、たとえば介護用 ケアシー
トなどに も展開で きる複合不織布 の開発 を目的 と
し、複合不織布の製造条件が複合不織布 の性能 に
及ぼす影響について調べた。
 これ までの研究 において、風合い特性 に優れた
スパ ンレース不織布 と形態安定性 や力学 的性質に
優れたスパ ンボン ド不織布 とを複合 することによ
り不織布の風合いや形態安定性 を改善で きるかど
うかを検討 し、良好 な結果が得 られた。
 そこで、今回の研究ではスパンボンド/スパンレース
複合不織布 を対象 として実験 を行 った。Water Jet
(以下WJ)法 による複合時のWJの 二次圧 、及び





 実験試料 の作成 には高 知県立紙産 業技 術 セ ン
ターに設置 されてい る多目的不織布製造装置 を用
いた。実験試料は3層 の複合不織布 で、PETシ ー
ト(ス パ ンレース不織布)(2.Od×51㎜)、 PETウ ェ
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繊維名 d mπ1 喜三合(%) 重量(g) 議 要
PElシート 2 51 100 30g/m' 
原料 PETウェブ 2 51 100 30g/m' 
ppシート 7.1¥" ;-，r;-ド不織布 22g/m' 
日付 (g/田') 制。|製憾皮切/翠in) I約7rz)温度 1120
ウヱプ日付(抑2) I A i 15 I s i 15 I時送ベルトメッシユ I50 
重喜 別圧力(均伽') 的ノズル〈申ーピッチ)(眠一夜復)
シト① 30 ② 30I@ ① 0.10 : 1.0 ~0. 1O:1. 0 さ
110 
複合 ① 50 ② I aj 130 ① 0.10 : 1.0 I @ @ 0.16 : 1.0 
150 
OPETシートの作成〈約 2連打ち)
③ P E Tスパンレース不織布、 PE Tウエプ、 PPスパンボン
ド不織布の複合
(曹12連打ち)伺じ則条件で裏からも打つ






























































































件の試料について考察する。 A-1(WJ圧110 kgf/ csI) 
とB-1(WJ圧 110 kgf/ cni) を比較すると(図 1)、
Aの方が一番多数を占める孔の大きさが大きい。
これは、 Aの方が通気性は大きくなるということ
を意味している。しかし、 A-2(WJ庄 130kgf/cni) 





試料番号 最小細干L径 平均紹子L径 最大純子L径
麗icrons 誼lcrons 躍icrons
A -1 24. 4279 34.8048 93.5877 
A -2 26.7657 32.2775 107.7吉28
A -3 27.0678 32.5963 140.3796 
B -1 30.4071 32.6398 107.3209 
B -2 26.3053 30.5502 1294.154 

































































































































































































































110 130 150 
WJ2次圧
~ 1 莞斬角5蓮におけるヒステリシスとWJ2次圧との関需〈タテ)






































































110 130 150 
WJ2次正
留 12 ff繕離さと WJ2次圧との謂捺
110 130 150 
WJ2次圧
陸 13 圧縮仕事量と WJ2次正との罷係
110 130 150 
WJ2次E



































































































誹 3藩号 A-l A-2 A-3 喜一l B-2 喜一3
荷重 J タテ lffiO 104.7 11.0 105.7 1銭。 113.0 
0 ヨコ 忽 S 31.6 3.3 35.2 31.2 24.3 
{軒 ; タテ 54.6 54.4 58.4 00.7 00.7 55.8 
知断念 ヨコ 153. 7 135.0 131.6 129.9 117.3 12乙7
表4 拐曙ヤング率濁定結果






























A-l A-2 A-3 B-l B-2 B-3 
ドレープ形状面積
399.20 400.15 420.05 442.95 437.80 459.85 
(C1Il2) 










試料番号 1西宮 2西日 31E吉田 通気抵抗R 通気度C
A-1 0.18 0.17 0.16 0.17 5.88 
A -2 0.23 0.19 0.16 0.19 5.26 
A -3 0.23 0.23 0.16 0.21 4.76 
B - 1 0.21 0.23 0.22 0.22 4.55 
B -2 0.18 0.22 0.1号 0.20 5.00 


































Vo1. 52 被合不織布の細孔構造や物理的性質に及ぼすWaterJet二次圧の影響 61 
話料A-1(110) 試料8-1(110) 
試料A-2(130) 試料8-2(130) 
試薬~A-3 (150) 試制8-2(150) 
露 18 試料A、呂の額面欝察写真
5.結論
今回の訴究では、不織布を衣料用、特に外衣に
用いることの出来る袴合不織布の開発を目指し、
Water Jet法による複合時の水流ジェットの二次圧
や積層構造を変イヒさせて複合不織布を試作した。
そしてそれぞれの不織布において、ジェットの
圧力や譲合不様布の構造が紹子し構造、力学的性質、
通気性、ドレープ牲に及ぼす影響について調べた。
その結果、 WJ二次圧を変えると誇合不織亮の
紹子L構造や物理的性質に影響を及ぼすことが分
かった。また、被合不議布において、積層構造を
変えることにより縮孔構造や物理的性質が変化す
ることも明らかとなった。
150 (kgflc府
国19 実体露撤鏡写真
(試料A)
150 (kgf/舗〉
匡20 実体顕微鏡写裏
(試料 8)
今後、更に積層講造を変化させて研究を行う必、
要があることが示唆される。最後に、実験に協力
して頂いた高知県立髪産業技術センターの皆様に
深く謝意を表する。
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